
（３）ボランティア組織の確認について 
コロナの感染状況も波があります。 
これまでは、なかなか地域の方々にお世話になる

ことはできませんでした。来年度以降は、徐々に地
域の方のお力もお借りして学習活動を進めていくよ
うにしていきます。 
そこで組織を再確認する必要がありました。まず

は、登下校の見守りの方々の組織を確認する必要が
あるだろうということで確認方法を検討しました。 
「登校時、通学班班長さんからいつも見守りしてい
る地域の方に、登録用のお手紙を渡すのはどうだろ
う。」という意見をいただきました。（現在実施中） 

 

 

 

 
 

第2回学校運営協議会 開催 
 
11月18日（金）に学校運営協議会を行いました。学校運営協議会は、本郷小の教育活動

について意見を交流する場です。今回は、（１）7月に行った学校自己評価の結果、 

（２）全国と県の学力調査の結果、（３）教職員の働き方改革及びボランティア組織の確認
のことについて話し合いました。今回はその一部を紹介します。 

 
（１）7月学校自己評価について 
〇読書活動の推進として、紙の代わりにiPadを利用 

することは考えているのか？ 
 →図書室を活用することを推奨している。ねらいとして 

①公共性や社会性を育むこと 
（いずれは市の図書館利用へ） 

②様々な本を手にとり、興味をもたせる本の選択の幅を 
広げること 

〇履物をそろえる教育では、くつの揃える向きについては 
指示しているのか？   
→本来、望ましいむきはあるが、学校では決めていない。 

〇あいさつがしっかりできている児童が90％もいることは 
素晴らしい。 

  →引き続き「あいさつ日本一」を掲げて学校生活を送って 
いく。 
12月に行われる第2回目では、結果が向上するように引き 
続き、具体的な策を講じて取り組んでいきます。 
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（２）全国・県の学力調査結果について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
県の平均と比べると本郷小は、下回っています

が、個人的に伸びている児童も多くいます。細かな
分析から、長い問題文から必要な事項を整理し
て、答えの求め方を説明することが苦手な傾向が
あることが分かりました。この結果や考察をもと
に学校の考えていることを紹介しました。 
①読む力をつけるために、引き続き、読書指導の
充実や暗唱課題を取り組んでいきます。 

②授業の振り返り活動などで自分の伝えたいこと
を順序だてて書けるようにし、取り組みます。 

※読書と暗唱課題などは、学校だけでなく、学習
する家庭環境を整えることも効果的です。 



１２/２ 学級懇談会 

12/2(金)は学級懇談会を開きました。当初は授業参観も予定していましたが、コロナ感染を考慮

し、学級懇談会のみとしました。今回の懇談会は、学級担任からの情報提供や連絡がメインではなく、 

「意見交流会」を中心に行いました。テーマは、学校自己評価の中から選択します。各クラスにおい

て、７月に行った保護者評価（家庭の生活）にて全校の平均を上まらなかった項目について話し合い

ました。話し合いの流れは、以下の通りです。 

①家庭にてその項目についてどのように取り組んで 

いるかグループになって情報交換を行いました。 

②各グループの交流の内容を、クラス全体に紹介し 

  情報を共有しました。 

 話し合いの内容の一部【家でのお手伝いについて】 

 Ａさん：朝、お手伝いの内容を紙で見せています。 

Ｂさん：お手伝いをしたら、おもちゃのお金を渡して 

います。 

 Ｃさん：掲示物をつくって、お手伝いのがんばりを 

確認できるようにしています。 

 懇談会後、複数の保護者から「保護者同士で、直接情報交換ができてよかった」という声が聞こえ

てきました。コロナ禍でなかなかコミュニケーションがとれなかった時期が続きましたが、今回の懇

談会が、よい機会になったのではと思っています。他の家庭の様子を参考に、よりよい家庭教育を築

いていってほしいです。 

 

 

 

 

 

ぴょんぴょんハウス解体しました。 

校舎前に設置されていた「びょんびょんハウス」ですが、数年間、うさぎ等の小動物を飼育して 

いない状況であったので、解体することとのなりました。この「ぴょんぴょんハウス」は、数十年 

前にＰＴＡの方々で建てていただいたものです。 

学校応援団長の木本さんの紹介で、地元の神岡建材さんに作業していただきました。作業の様子を 

記録しましたので、ご紹介します。 
   
 
  
 
              
 
 
     
 

①お酒とお米でお清めです。長年この場を守っていただきました。              ②重機で屋根から解体開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③解体した廃材はトラックに積みます。    ④周囲の鉄骨も折り曲げます。       ⑤土台のコンクリートも砕いて処分 

写真だと一瞬の作業のように感じるかもしれませんが、児童の安全も確保しながら、２日間かけ 

て丁寧に解体及び処分していただきました。無償で作業していただいたことに感謝するとともに学 

校への期待を感じました。数十年前のＰＴＡの皆様にも感謝しております。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これからも本郷小コミュニティースクールは、児童と保護者・地域・職員が一体となって児童
のよりよい健全な育成を目指します。 



 
 
 


